


Ⅰ　 研究の成果　　(1000字 程度)

(図表 も含めて分か りやすく記入のこと)

　 トルエ ン等 の芳香族 は高エネルギー密度，高オクタン価 とい った実用燃料 と して望 ま しい

特徴 を有 し、ガ ソ リンや航空燃料な どの重要な成分で ある。 また トル エ ン 自体 の毒性 のみ

な らず、その燃焼過程においてSoot前 駆体な どの他 の有害物 質 を生成す るこ とが知 られ て

お り、 トルエ ンの酸化過 程 が非 常 に関心 を集 めて い る。HCCI(Homogeneous Charge

Compression Ignition)エ ンジンの シミュ レー シ ョン等 では700-2000K，10-60atm程 度 の

モデルが必要 となる。 そこで本研究では、幅広い温度及び圧 力依存考慮 した トルエ ンの酸

化過程モデル を構築 し、 トルエ ンの自着火過程 について解 明す る ことを 日的 とした。

　構築 した反応 モデル で衝撃波管内での トルエ ンの着火遅れ 時間 の計算 を行 い、実験値 と

比較 した。 図1に 示す。モデル は着火遅れ時間の温度、圧 力依 存を再現 してい る。 ただ し

高温(1400K以上)に おいてはモデルは実験値 よ りも着火遅れ時 間を大き く見積 もつている。

次に トルエンの 自着火過程 を解明す るために、代表化 学種 の時 間変化 を計算 した。 図2に

結果 を示す。 主に トルエ ンはベ ンジル ラジカル を経 由 してベ ンズアル デ ヒ ドを生成す る。

生成 したベ ンズアルデ ヒ ドは着火直前 に消費 され、その後急 激 な温度 上昇 が起 こ り着火 に

至ることが明 らかになった。今後、高温域 でのモデル改善のた めには、着火の タイ ミン グ

を決定す る と考え られ る、ベ ンズアルデ ヒ ドの反応 について検討 してい くこ とが必要 であ

る。

図1衝 撃波管 内での トルエ ンの着火遅れ

時間(点 ：実験値、実線 ：計算値)、 トルエ ン

濃度1.25％ 、当量比0.5

図2ト ルエ ンの 自着 火 シ ミュ レー シ ョ

ン、代表化学種 と温度 の時間変化






